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1 大野市の現状 

 1.1 人口  

1.1.1 人口 

 
（資料 R2 国勢調査） 

 

1.1.2 年齢別人口 

 
※ 四捨五入の関係及び年齢不詳者数の関係で必ずしも合計が 100％にならない 

（資料 R2 国勢調査） 
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1.1.4 通勤流動 

 
（資料 R2 国勢調査） 

1.1.5 通学流動 

 
（資料 R2 国勢調査） 
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 1.2 運転免許  

1.2.1 運転免許保有者数の比較 

 
運転免許保有者数の比較（平成 24 年と令和 4 年） 

（単位：人） 

 平成 24 年（2012 年） 令和 4 年（2022 年） 

20 歳以上    20 歳以上    

 20～64 歳 65～74 歳 75 歳以上  20～64 歳 65～74 歳 75 歳以上 

総数 24,238 18,771 3,395 2,072 22,172 14,440 5,032 2,700 

(79.8) (95.5) (74.5) (33.6) (82.8) (95.9) (89.6) (44.2) 

男性 13,128 9,603 1,951 1,574 11,557 7,346 2,605 1,606 

(91.9) (97.0) (91.8) (69.8) (90.9) (96.2) (93.9) (69.7) 

女性 11,110 9,168 1,444 498 10,615 7,094 2,427 1,094 

(69.0) (93.9) (59.4) (12.7) (75.5) (95.5) (85.4) (28.8) 

※ （ ）は住民基本台帳人口に占める割合（％）。運転免許保有者数は 4 月末時点、住民基本台帳は 4 月 1 日時点（外国人含む） 

 

（資料 大野警察署提供資料を交通住宅まちづくり課が編集） 

 

1.2.2 運転免許自主返納支援事業 助成件数と助成額 

 
（資料 市民生活・統計課資料を交通住宅まちづくり課が編集） 

 

  

465 606 719 841 
1,122 1,103 1,111 

1,668 
1,932 1,939 

63 
27 

112 
218 

45 43 81 

82 
59 15 

275 
485 
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1.2.2 運転免許自主返納支援事業 認定者数の推移 

 

（資料 市民生活・統計課資料を交通住宅まちづくり課が編集） 

 

1.2.3 運転免許自主返納支援事業 申請時の年齢分布 

 
※ 期間： 平成 24 年度～令和 3 年度 

（資料 市民生活・統計課資料を交通住宅まちづくり課が編集） 
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 1.3 観光客  

1.3.1 観光入込客数の推移 

 

（資料 観光交流課資料を交通住宅まちづくり課が編集） 

 

1.3.2 観光客の来訪手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料 大野・勝山・永平寺観光動態調査事業に関する調査報告書抜粋） 

111 95 105 111 127 105 95 86 52 71 67

1426 1448

1831
1961 2003

1899 1894 1907

1069

1686
1989

1537 1543

1936
2072 2130

2005 1989 1993

1120

1757

2056

0

500

1000

1500

2000

2500

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4

宿泊客 日帰り客

自家用車

以外

20%

自家用車（バイク除く）

80%

(N=347)

23.5%

17.6%

14.7%

13.2%

11.8%

10.3%

7.4%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30%

レンタカー

路線バス

観光バス

電車

徒歩

バイク

自転車

レンタサイクル

タクシー

シャトルバス

その他

(N=68)

（千人） 



1 大野市の現状 

6 

1.3.3 観光客の公共交通に対する満足度 

 

（資料 大野・勝山・永平寺観光動態調査事業に関する調査報告書抜粋） 

 

1.3.4 周遊観光 

 

 

 

（資料 大野・勝山・永平寺観光動態調査事業に関する調査報告書抜粋） 
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2 公共交通の現状 

 2.1 公共交通の利用状況  

2.1.1 市内公共交通の利用者数 

 
（資料 交通住宅まちづくり課） 

 

2.1.2 乗合タクシー利用者一人当たりの利用回数（令和４年度） 

 
（資料 交通住宅まちづくり課） 

17,581 17,357 17,841 17,340 
16,031 

18,225 

15,953 

13,940 

10,221 
11,358 11,410 

8,753 
7,686 8,314 8,041 7,695 

6,089 6,178 
4,757 

3,869 4,407 3,929 

650 504 369 477 373 409 334 312 166 512 403 

7,245 

5,032 5,358 4,911 
3,675 

2,909 3,384 3,124 3,237 3,647 3,672 

1,678 

3,776 3,543 
2,695 

1,960 1,847 1,975 2,541 2,648 2,065 

4,611 

35,907 
34,355 

35,425 

33,464 

29,734 29,479 
27,824 

24,674 

20,141 

21,989 

24,025 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

まちなか循環バス

乗合タクシー

市営バス道の駅線

市営バス和泉３線

大矢戸線

全路線計

0

50

100

150

200

250

300

（人） 

（回／人） 

■ 大矢戸・乾側線 

■ 森目・阪谷線 

■ 友兼・蕨生線 

■ 小山・木本堀兼線（予約便のみ） 

年間１０回以上利用の６６名で全体の９３％の利用を占める（2,651回） 

利用者数： 延べ 145人 

利用回数： 延べ 2,865回 

利用者 
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2.1.3 広域路線バス・JR 越美北線利用者数 

 

（資料 交通住宅まちづくり課） 

 

2.1.4 高校生年代人口と JR 越美北線を利用して通学する高校生数 

 
（資料 交通住宅まちづくり課） 

  

344,631 347,512 336,378 336,578 337,369 339,640 340,485 336,307 

243,773 
261,483 

279,091 
256,746 255,482 

231,649 221,489 212,389 216,828 
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） 

高校生年代人口（人） ※住民基本台帳 4/1 時点の 16～18 歳人口 

高校生年代人口のうち JR越美北線を 

利用して通学する高校生の割合は 11.5％ 
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 2.2 公共交通の運行経費  

2.2.1 市内公共交通の運行経費 

 

（資料 交通住宅まちづくり課） 

 

2.2.2 市内公共交通の運賃収入 

 

（資料 交通住宅まちづくり課） 

 

1,642 1,683 1,759 1,831 1,938 1,876 1,885 2,020 2,156 2,405 2,547 

2,080 2,091 2,150 2,156 2,171 2,230 2,165 2,174 2,226 
2,241 2,264 

1,507 1,506 1,547 1,547 1,548 1,543 1,553 1,482 
1,480 
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1,490 352 352 
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2.2.3 市内公共交通の収支率 

 

（資料 交通住宅まちづくり課） 
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2.2.4 市内公共交通利用者一人当たりの運行経費 

 
（資料 交通住宅まちづくり課） 

 

2.2.5 市内公共交通利用者一人当たりの市費負担額 

 
（資料 交通住宅まちづくり課） 
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1,664 
1,852 

2,089 

4,592 

6,309 

9,077 

6,856 

9,924 

4,823 5,709 
5,419 

11,409 

9,909 
10,183 

0

4,000

8,000

12,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

まちなか循環バス

乗合タクシー

市営バス和泉３線

全路線計

市営バス道の駅線(右軸)

（円） （円）
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2.2.6 広域路線バス 京福バス大野線に係る市費負担額 

 
※ 「収益」には、国・県・他市の補助額、負担額を含まない。 

（資料 交通住宅まちづくり課） 

 

2.2.7 広域路線バス 京福バス勝山大野線に係る市費負担額 

 
※ 「収益」には、国・県・他市の補助額、負担額を含まない。 

（資料 交通住宅まちづくり課） 

 

15,381 15,424 15,066 15,153 

13,853 

14,840 

10,253 
11,188 

10,356 
10,787 

7,111 6,723 6,487 6,461 6,499 6,184 
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（万円） 

（万円） 
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3 市民意向の把握 

 3.1 公共交通に関する市民アンケート調査   

3.1.1 調査概要 

（１）調査の目的 

✓ 本調査は、市民の日常生活の移動手段や公共交通に関する意見等を把握し、より良い公共交通を

実現するための指針となる大野市地域公共交通計画の策定に向けた基礎資料とするために実施。 

 

（２）調査の概要 

✓ 調査対象 大野市在住の 2,000人 

✓ 抽出方法 住民基本台帳による無作為抽出 

✓ 調査方法 郵送による配布、回収 

✓ 調査期間 令和５年１月１９日（木）～２月５日（日） 

 

（３）配布回収結果 

✓ 配布数 2,000通、回収数 紙・746票、WEB・82票（回収率 41.4％） 

 

【公共交通運行路線】 
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3.1.2 市民アンケート調査票 
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3.1.3 回答者の属性 

✓ 回答者の居住地は「まちなか循環バス」沿線、性別は「女性」、年齢は 60 歳以上の方が多くなって

います。 

 

【お住まい】 

 

※ まちなか循環バス：大野市まちなか、大矢戸・乾側線：大矢戸方面・乾側地区、森目・阪谷線：森目・阪谷地区、友兼・蕨生線：友

兼方面・蕨生地区、小山木本堀兼線：小山地区・木本堀兼方面、市営バス：五箇・和泉地区 を指します。 

 

【性別】 

 

 

【年齢】 

 

  

26%

26%

15%

13%

18%

16%

15%

15%

16%

19%

10%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30（前回）

(N=751)

R4（今回）

(N=814)

まちなか循環バス 大矢戸・乾側線 森目・阪谷線 友兼・蕨生線 小山・木本堀兼線 市営バス

41%

46%

59%

54% 1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30（前回）

(N=754)

R4（今回）

(N=783)

男性 女性 回答しない

※H30は「回答

しない」なし

3%

2%

3%

4%

7%

6%

11%

12%

15%

14%

28%

24%

20%

26%

12%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30（前回）

(N=760)

R4（今回）

(N=826)

19歳以下 20歳～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳

50歳～59歳 60歳～69歳 70歳～79歳 80歳以上
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3.1.4 主に利用する公共交通とは？ 

✓ 主に利用する公共交通機関は「ＪＲ越美北線」が 40％で最も多くなっており、福井市方面への移

動に公共交通を使っていることが多いと想定されます。 

✓ 一方、利用頻度を見ると「利用していない」が 74％で最も多く、その理由として「利用する必要性

がない（マイカー利用等）」が 91％で最も多くなっています。 

 

【主に利用する公共交通】 

 

 

 

【主に利用する公共交通の利用頻度】 

 

 

【公共交通を利用しない理由】 

 

12%

9%

29%

17%

8%

4%

23%

14% 40%

28%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30（前回）

(N=640)

R4（今回）

(N=702)

まちなか循環バス 乗合タクシー 市営バス 京福バス JR越美北線 知らない

※H30では「JR越美北線」なし、また「乗合タクシー」に路線別の回答を統合

2%

1%

1%

1%

5%

4% 7%

5% 3%

2%

5%

1%

10%

9%

70%

74%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30（前回）

(N=494)

R4（今回）

(N=661)

ほぼ毎日（週５日以上） 週３、４日 週１、２日

月１、２日 ２、３か月に１日 年に数回

悪天候時のみ 冬期間のみ イベント時のみ

その他 利用していない

※H30では「２、３か月に１日」「その他」なし

※R4では「年に数回」「イベント時のみ」なし

91%

9%

8%

17%

7%

6%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要性がない（マイカー利用等）

自宅近くに駅・バス停がない

行きたい場所へ向かう路線がない

運行本数が少ない

乗り換えや電話予約が不便

運賃がかかる・運賃が高い

その他

(N=487)
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主に利用する公共交通の利用頻度で「利用していない」を選択した方のみを対象 

3.1.5 公共交通の満足度 

✓ 公共交通の満足度は全体的に低く、特に「運行時間帯」「運行便数」に対する満足度が低いです。 

✓ 前回調査と比べて全体的に公共交通の満足度が低くなっており、特に「③運行間隔の利用しやす

さ（運行本数の多さ）」「②運行時間帯の利用しやすさ（午前、午後、夕方等）」の満足度が低くなっ

ています。 

 

【主に利用する公共交通の満足度】 
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※H30では「⑤自宅からのバス停・駅の距離」なし

【評価点の算出式】 

{満足×（２点）＋やや満足×（１点）＋普通×（０点） 

＋やや不満（-１点）＋不満（-２点）}÷各選択肢の回答者数 
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3.1.6 今後めざすべき公共交通やまち 

✓ 今後めざすべき方向性として「高齢者や免許返納者など移動に困っている方に手厚い公共交通

をめざす（対象の限定）」が 70％で最も多くなっています。 

 

【市が今後めざすべき公共交通やまち】 

 

 

3.1.7 公共交通の必要性 

✓ 公共交通の必要性については「今の自分には必要ないが、将来は必要（42％）」や「今の自分や家

族には必要ないが、高齢者等や社会にとって必要（40％）」が多くなっています。 

✓ 「今の自分には必要がない、必要とは思わない」が、あわせて全体の 93％を占めるものの、「必要

とは思わない」が、前回の 7％から 3％へと減少しています。 

 

【市内公共交通機関の運行の必要性】 

 

 

36%

40%

70%

42%

2%

0% 20% 40% 60% 80%

自家用車を持たなくても移動できるまちをめざす

（カーシェア・ライドシェア・住民の助け合い）

今ある公共交通を改善し、より利便性の高い公共交通

をめざす（現状維持・改善）

高齢者や免許返納者など移動に困っている方に手厚い

公共交通をめざす（対象の限定）

移動販売や遠隔診療など人が移動しなくても、モノや

サービスが届くまちをめざす

その他

(N=765)
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今の自分にとって必要
今の自分には必要ないが、将来は必要
今の自分には必要ないが、家族にとって必要
今の自分や家族には必要ないが、高齢者等や社会にとって必要
採算が取れなくても運行を維持・継続すべきである
必要とは思わない
その他

※R4では「採算が取れなくても運行を維持・継続すべきである」なし
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3.1.8 公共交通の利用意向 

✓ 今後の利用意向は「現在利用していないが、今後は利用しようと思う」が 42％で最も多く、自家

用車からの切り替えは「今後も車を利用しない生活は考えられない」が 53％で最も多くなってい

ます。 

✓ 公共交通を利用するための改善点としては「自宅や目的地近くへの停留所の設置（停留所の増）

（37％）」や「利用しやすい時間帯の公共交通の運行（32％）」、「行きたい場所へ直接向かう公共

交通の運行（31％）」が多くなっています。 

 

【今後の公共交通の利用意向】 

 

【自家用車から公共交通への切り替え】 

 
※ 今後の公共交通の利用意向で「利用しようと思わない」「わからない」を選択した方のみ対象 

【今後、公共交通を利用するための改善点】 

 

※ 自家用車から公共交通への切り替えで「市内の公共交通は利用しにくいため、車の利用を控えられない」を選択した方のみ対象 
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車の利用を控えたいと思っているが、実際の行動につながっていない

数年後には車の利用を控え、市内の公共交通を利用したい

市内の公共交通は利用しにくいため、車の利用を控えられない

ゆう・ゆうバスや乗合タクシーがもっと便利になったら車の利用が控えられる

※R4では「ゆう・ゆうバスや乗合タクシーがもっと便利になったら車の利用が控えられる」なし
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改善しても公共交通を利用するつもりはない
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3.1.9 自由意見 

✓ 公共交通の充実や存続、運行形態の改善等の要望が多く挙げられています。 

 

分類（意見の一部抜粋） 回答数 

公共交通の充実 42 

タクシーのような自由度の高い公共交通を考えてほしい/移動に困っている方に手厚い思い

やりのある公共交通を実現してほしい/集落とまちなかをつなぐ交通を考えてほしい/ 

利用者、ニーズ、公的負担のバランスをとりつつ利便性を高めてほしい 

 

公共交通の存続希望 28 

ＪＲ越美北線を存続してほしい/将来的には公共交通が必要となるので存続してほしい  

運行形態の改善 23 

必要なときに運行する形態が良いのではないか/ボランティアによる運行が良い/ 

バス停まで移動できない方も利用できる運行形態に改善してほしい 

 

運行本数・ダイヤの改善 20 

朝や夕方のＪＲ越美北線を増便してほしい/登下校時のバスの便を増やしてほしい  

公共交通の利用促進 17 

公共交通の乗り方教室や出前講座をしてほしい/ 

観光列車化や越前大野駅が魅力的な施設になると利用者増加が期待 

 

運行ルート・バス停の改善 17 

さまざまな施設にアクセスしやすいルート、バス停にしてほしい/ 

自宅付近で乗降できると利用は増えると思う 

 

将来が不安 13 

自家用車が使えなくなると思うと不安しかない/山間部は陸の孤島になるのではないか  

新たな公共交通の整備 13 

民間の車を利用できる制度が必要/近所と助け合って移動する仕組みを考えてほしい/ 

タクシーを軸にした新たな公共交通の整備が必要 

 

運行経費の改善 12 

税金を使って運行しているので、無駄を省いて利便性を高めてほしい/運行の効率化が必要/ 

まちなか循環バスや乗合タクシーの利用率を踏まえて、経費を再検討する 

 

支援制度の充実 11 

運転免許自主返納特典の充実（割引チケットの増額、移動範囲を県内に拡大）/ 

福祉サービスと連携した制度の充実 

 

将来公共交通を利用したい 8 

将来は運転できなくなるので、公共交通を利用したいと思う  

バス車両の改善 7 

まちなか循環バスは車両のダウンサイジングが必要/車両の色をわかりやすくしてほしい  
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分類（意見の一部抜粋） 回答数 

利用しないので分からない 7 

公共交通を利用しないため、意見なし  

移動販売の充実 6 

公共交通の充実は税負担が大きいため、移動販売に力をいれてほしい  

運賃の改善 5 

タクシーの運賃負担が軽減される施策を検討してほしい  

商業施設等の整備 5 

駅周辺への施設立地や多機能集約施設を整備して、暮らしやすいまちにしてほしい  

公共交通を利用しない 5 

不便でわかりにくいので利用しない/家族に送迎してもらっている  

MaaSアプリの導入 3 

スマートフォンで経路検索から支払いまで可能になると良い  

その他 20 

企業誘致など、若者が定住するまちづくりを進めることで公共交通の利用も増えると思う/

生活に必要な施設が近くにあると良い 

 

合計 262 
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 3.2 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（健康長寿課実施の抜粋）  

3.2.1 調査概要 

（１）調査の目的 

✓ 大野市高齢者福祉計画及び第９期介護保険事業計画策定に当たって、高齢者の生活状況や支援

ニーズ、地域課題等を把握する。 

 

（２）調査の概要 

✓ 対象者 ①65歳以上の要介護認定を受けていない方（無作為抽出５００人）及び②要支援認定者 

     で市内にある事業所で居宅サービス及び地域密着型サービスを利用している方（３００人） 

✓ 調査方法 郵送による配布・回収 

✓ 調査期間 令和４年（2022年）11月～12月 

 

（３）配布回収結果 

✓ 配布数・800通、有効回収数・672票（有効回収率 84.0％） 

 

3.2.2 調査結果の概要 

【外出する際の移動手段（全体）】 

 

 

✓  「自動車（自分で運転）」が 50.4％で最も多く、次いで「自動車（人に乗せてもらう）」が 43.8％、

「徒歩」が 33.9％となっています。  

33.9%

13.4%

1.0%

50.4%

43.8%

4.3%

6.4%

9.4%

2.1%

1.8%

9.5%

9.2%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

徒歩

自転車

バイク

自動車（自分で運転）

自動車（人に乗せてもらう）

鉄道

路線バス

病院や施設のバス

車いす

電動車いす（カート）

歩行器・シルバーカー

タクシー

その他

(n=627)
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【移動に関連する意見】 

中学校区 年齢 問９ 高齢者福祉に関する意見から移動に関連する意見を抜粋 

陽明中 
学校区 

65-69歳 移動サービスの充実（介護タクシーなどへの助成）。 

陽明中 
学校区 

70-74歳 

返納などをして車に乗れなくなった時のサポート、マイクロバスなどの便利さが

本当にないように思います。一応形はあるようですが、買い物や行きたい所へ

（行けない）、近くに乗り場（が無く）不便など困っていることをお聞きします。 

陽明中 
学校区 

75-79歳 交通の便→タクシーの営業時間。 

陽明中 
学校区 

75-79歳 

年金生活です。物価高、医療費負担。免許返納した後の移動手段に心配有。大野

市内のタクシーの台数が少ないと聞いている。高齢者にやさしい市政であってほ

しい。 

陽明中 
学校区 

80-84歳 

車の免許証も持っておりませんし、駅でバスを降りてもタクシーがないのがとて

も不便です。電話してもなかなか来ていただけません。少し前まではタクシーが

待っていてくれましたのに、最近は全くいません。市役所の入り口に車いすの外

にシルバーカーも用意しておいていただけるとありがたいです。 

陽明中 
学校区 

80-84歳 
ＪＲ越美北線が駅に着く時間は、タクシーがあるといい。タクシーの時間が早く終

わって不便。 

陽明中 
学校区 

90-94歳 外出が不便。乗合タクシーとか。 

開成中 
学校区 

80-84歳 交通の便が悪い。（市街地では）２社しかタクシーが動いていない。 
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中学校区 年齢 問９ 高齢者福祉に関する意見から移動に関連する意見を抜粋 

上庄中 
学校区 

70-74歳 車の運転ができなくなった時に、街に行く手段が心配です。 

上庄中 
学校区 

70-74歳 

以前に比べて、最近は高齢者福祉も関心が高まってきており、少しずつですが高

齢者への配慮もよくなっていていると思います。今後、私が心配なのは自動車免

許を返納後の交通の手段です。乗合タクシー等もありますが、突然の利用時も利

用できる交通の便が必要です。 

上庄中 
学校区 

75-79歳 
家が町からはなれていますので、買い物できる車が来てくれるとありがたいで

す。車乗れなくなった時に利用したいと思います。 

上庄中 
学校区 

75-79歳 
運転できなくなった時、もっと気軽に利用できる乗り物があるとよい。移動販売

車が各村々に出向いて下さればありがたい。 

上庄中 
学校区 

80-84歳 大野はタクシー会社の機能が十分でないため村部においては大変都合が悪い。 

上庄中 
学校区 

80-84歳 半分公費で半分は自己負担があるとよい（サービスの車）。 

尚徳中 
学校区 

65-69歳 車に乗れなくなった時に、病院、買い物等、どうしたらいいのか心配です。 

尚徳中 
学校区 

70-74歳 

公共交通機関が少なく、高齢者の移動手段に不安がある。現在もバス等走って

はいるが、時間的に不便な面もある。 

定額でタクシー等利用できる制度があるといいと思う。又は近隣の住民が協力

して自家用車での送迎ができるシステムがいいのではないか。運営に行政の支

援は必要ではある。 
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 3.3 在宅介護実態調査（健康長寿課実施の抜粋）  

3.3.1 調査概要 

（１）調査の目的 

✓ 高齢者福祉計画及び第９期介護保険事業計画策定にあたって、高齢者等の適切な在宅生活の継

続、家族等介護者の就労継続に向けた介護サービスのあり方を検討する基礎資料を得る。 

 

（２）調査の概要 

✓ 対象者 令和４年 10月１日～12月 28日の期間中に要介護認定調査を受ける者で更新申請・区 

     分変更申請をする者（入院、施設入所者を除く） 

✓ 調査方法 認定調査員に関する聞き取り調査 

✓ 調査期間 令和４年（2022年）10月～12月 

 

（３）配布回収結果 

✓ 対象者 105人、有効回収数 82票（有効回収率 78.1％） 

 

3.3.2 調査結果の概要 

【在宅生活の継続のために充実が必要な支援・サービス】 

 

 

✓ 「外出同行」が25.6％で最も多く、次いで「移送サービス」が24.4％、「配食」が 15.9％となって

います。 

15.9%

9.8%

11.0%

8.5%

12.2%

25.6%

24.4%

15.9%

8.5%

4.9%

39.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物

ゴミ出し

外出同行

移送サービス

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

(n=82)
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4 人口・施設等の分布 

 4.1 人口分布  

4.1.1 人口分布 
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4.1.2 高齢者の分布 
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4.1.3 公共交通空白地域 
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 4.2 施設等の分布  

4.2.1 医療機関の分布 

 

（資料 大野市庁内資料） 

 

 

No. 施設名 No. 施設名 

1 阿部病院 8 大野市和泉診療所 ※上記図面の範囲外 

2 尾崎病院 9 弘川医院 

3 広瀬病院 10 広岡クリニック 

4 松田病院 11 松田医院 

5 尾崎整形外科 12 薬袋クリニック 

6 高井医院 13 栃木産婦人科医院 

7 山川医院 14 大野市休日急患診療所 
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4.2.2 福祉施設の分布 

 

（資料 大野市庁内資料） 

 

No. 施設名 No. 施設名 

1 
大野市社会福祉協議会ホームヘルプサービスセンター 

１０ 

聖和園デイサービスセンター 

大野市社会福祉協議会天神デイサービスセンター 聖和園訪問介護サービスセンター 

２ デイサービスセンターテラルのほほえみ わらびょうデイサービスセンター 

３ 

一条ハイツヘルパーステーション １１ 通所介護施設わかくさ 

一乗ハイツ訪問看護ステーション １２ デイホームぬくぬく 

一条ハイツデイサービスセンター 
１３ 

大野市社会福祉協議会和泉デイサービスセンター 
※上記図面の範囲外 

４ 
大野和光園ホームヘルプ事務所 

大野和光園訪問看護ステーション １４ あいデイサービスセンター 

５ 
大野和光園デイサービスセンター １５ デイサービス施設「パワーリハビリふぁいと」 

大野和光園訪問入浴介護事業所 １６ デイホームあそじま 

6 

訪問看護さくらステーション 
１７ 

ほっと地域リハビリセンター大野 

デイサービスさくらの家 ほっとリハビリ訪問看護ステーション大野 

あったかホームさくら １８ 尾崎整形外科介護保険部 

７ 

県民せいきょうホームヘルプサービス（奥越） １９ 小規模多機能型居宅介護めいりん 

県民せいきょう大野きらめきデイサービス ２０ 小規模多機能型居宅介護和が家 

県民せいきょう小規模多機能ホーム大野きらめきハウス ２１ リハプライド誓念寺デイサービス 

８ デイサービスひだまりでぃ ２２ ＳＯＭＰＯケア福井訪問介護大野サテライト 

９ 

キラキラのヘルパーさん ２３ おくえつ訪問看護ステーション 

キラキラ訪問看護ステーション ２４ たんぽぽデイサービスセンター 

キラキラデイケアセンター   

松田病院 訪問リハビリステーション   
※ 福祉施設（通所系施設、訪問施設、小規模多機能施設）  
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4.2.3 商業施設（延床面積 1,500 ㎡以上）の分布 

 

（資料 大野市庁内資料） 

 

No. 施設名 No. 施設名 

1 大野ショッピングセンター・ヴィオ（かじ惣ヴィオ店） 4 ハニー新鮮館こぶし通り 

2 ホームセンターみつわ九頭龍店 5 ゲンキー大野店 

3 ハニー新鮮館大野インター 6 道の駅 越前おおの 荒島の郷 
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4.2.4 商業施設（延床面積 1,500 ㎡未満の中規模店舗、コンビニエンスストア）の分布 

 

（資料 大野市庁内資料） 

 

No. 商業施設名（1,500㎡未満の中規模店舗） No. コンビニエンスストア 

1 ハニー新鮮館三番通り 1 ファミリーマート大野中挾店 

2 かじ惣リブレ店 2 ローソン大野月美町 

3 スーパーマーケットバローこぶし通り店 3 ローソン大野三番 

4 クスリのアオキ大野店 4 ローソン大野中野 

5 クスリのアオキ大野新町店 5 ローソン大野新庄 

6 クスリのアオキこぶし通り店 6 ファミリーマート大野春日店 

7 ゲンキー大野中野町店 7 ローソン大野春日 

8 ゲンキー陽明店 8 ファミリーマート大野インター店 

９ ゲンキーこぶし通り店 9 ローソン大野鍬掛 

１０ 道の駅 九頭竜 ※上記図面の範囲外 10 ファミリーマート道の駅九頭竜店 ※上記図面の範囲外 
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4.2.5 教育施設の分布 

 

（資料 大野市庁内資料） 

 

No. 施設名 No. 施設名 No. 施設名 

1 上庄幼稚園（休園中） 1２ 上庄小学校 2３ 誓念寺こども園 

2 阪谷幼稚園（休園中） 1３ 阪谷小学校 2４ 誓念寺中野こども園 

3 富田幼稚園（休園中） 1４ 富田小学校 2５ 認定こども園いなやまこども園 

4 小山幼稚園（休園中） 1５ 和泉小学校 2６ 認定こども園いなほこども園 

5 大野幼稚園（認定こども園） 1６ 開成中学校 2７ 開成こども園 

6 白菊幼稚園（休園中） 1７ 陽明中学校 ２８ 認定こども園篠座こども園 

7 有終西小学校 1８ あかね保育園 ２９ 上庄こども園 

8 有終南小学校 １９ 荒島保育園 ３０ 亀山こども園 

9 有終東小学校 2０ 阪谷保育園 ３１ 大野高等学校 

10 小山小学校 2１ 和泉保育園 ３２ 奥越明成高等学校 

11 下庄小学校 2２ いとよ保育園  ※ＮＯ１５、２１は上記図面の範囲外 

※ 小中学校は令和６年４月時点の予定 
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4.2.5 その他公共施設の分布 

 

（資料 大野市庁内資料） 

 

No. 施設名 No. 施設名 

1 
大野市役所・結とぴあ 

（保険・医療・福祉サービスの拠点施設） 

9 越前大野城（亀山公園） 

１０ 
学びの里「めいりん」 

（大野市生涯学習センター）、大野公民館 
2 

大野市和泉地域交流センター、和泉公民館 

※上記図面の範囲外 11 下庄公民館 

3 大野市図書館 12 小山公民館 

4 大野市和泉体育施設 ※上記図面の範囲外 13 富田公民館 

5 エキサイト広場総合体育施設（明治公園） 14 上庄公民館 

6 大野市青少年教育センター 15 阪谷公民館 

7 大野市Ｂ＆Ｇ海洋センター 16 五箇公民館 ※上記図面の範囲外 

8 大野文化会館 1７ 乾側公民館 
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5 これまでの市内公共交通の運行改善 

 5.1 過去の運行改善の概要（平成 21 年前後）  

5.1.1 過去の運行改善の経緯 

大野市の公共交通は、市民の日常生活の移動手段を確保するため、これまでもＪＲ越美北

線や広域路線バス（京福バス大野線、勝山大野線）、市営バスなどが運行していました。  

しかしながら、田園集落を中心として交通空白地域 ※がみられることなどから、平成２１年

２月に「越前おおの地域公共交通総合連携計画」を策定し、新たにまちなか循環バスと乗合

タクシーを導入することで、市内外を移動できる公共交通体系を構築しました。  

まちなか循環バスなどの市内公共交通は、前述の計画を基に平成２１年１０月から試験運

行を開始し、利用実績の分析や市民・利用者のニーズを把握しながら改善を図り、平成２４

年４月本格運行に至りました。その後、運行改善を重ねながら公共交通体系そのものは変え

ることなく、現在まで１０年以上にわたり住民等の移動を支えてきました。  

※ 交通空白地域とは、鉄道駅から徒歩圏 500m 以上離れ、かつ、バス等の停留所から 300m 以上離れている地域であり、公共交通サー

ビスを受けることが難しい地域。 

5.1.2 試験運行(平成 21 年)前後の公共交通体系 

平成２１年９月以前に市内を運行した公共交通は、ＪＲ越美北線を含む下記１１路線です。

市街地周辺のうち、南部（小山地区）や南東部（上庄地区、富田地区の一部）、北東部（下庄

地区、富田地区、阪谷地区の一部）に、交通空白地域が存在していました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験運行

（H21年10月～H24年3月）

福井方面

勝山方面

まちなか

田園集落地域

市内

中山間地域

試験運行以前

（～H21年9月）

本格運行

（Ｈ24年４月～）

市外

JR越美北線、京福バス大野線

京福バス勝山大野線

（新）まちなか循環バス

京福バス大矢戸線

（新）乗合タクシー大矢戸・乾側線

（新）乗合タクシー森目・阪谷線京福バス六呂師線

乗合タクシー蕨生線 （新）乗合タクシー友兼・蕨生線

乗合タクシー木本堀兼線 （新）乗合タクシー小山・木本堀兼線

市営バス白線線

市営バス和泉線

市営バス前坂線・中竜線
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5.1.3 平成 21 年 10 月以前の公共交通ネットワーク図 
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 5.2 市内公共交通の運行改善の概要（平成 21 年 10 月以降）  

5.2.1 まちなか循環バス 

まちなか循環バスは、平成２１年１０月から新たにまちなかを巡回する公共交通として導入

されました。平成２１年１０月から平成２４年３月までの２年６か月間は試験運行し、利用実績

の分析、主な利用者である高校生や高齢者などの意見やニーズを把握しながら、利便性向

上と効率的な運行となるよう改善を重ねてきました。平成２４年４月からは本格運行を開始

し、その後も利用状況などを検証しながら、運行の改善を行っています。  

 

【運行改善の概要】 

 試験運行 本格運行 

第 1次 
H21.１０月～H２２.9月 

第２次 
H２２.１０月～H２３.9月 

第３次 
H２３.１０月～H２４.３月 

当初 
H２４.４月 

現在 
～R５.４月 

運行 

方法 

・まちなかを循環する運行 

・停留所とダイヤを定めた定時定路線運行 

運行 

ルート 

JRの南北を 

２ルートで運行 
（起終点：大野駅） 

南北ルートを合わせた８の字運行（赤バス・青バスで回り方を逆転） 
（起終点：大野駅） 

※ルートを適宜変更 

運行日 
毎日運行 

（1/1～3を除く） 
毎日運行 

（12/31、1/1～3を除く） 

運行 

便数 
全日 16便/日 
（南北それぞれ） 

平日 16便/日 

土曜 10便/日 

日祝 ８便/日 
※平日：赤バス、青バス各８便 

土曜：赤バス、青バス各５便 

日祝：赤バス、青バス各４便 

平日 11便/日 

土曜 ４便/日 

日祝 ４便/日 
※平日：赤バス５便、 

青バス各６便 

土曜：赤バス、青バス各２便 

日祝：赤バス、青バス各２便 

平日 10便/日 
（3月-11月） 

平日 12便/日 
（12月-2月） 

土曜 ４便/日 

日祝 ４便/日 
※イベント増便 R５.４月廃止 

時間帯 
(発時間) 

7：00～19：30 
（45分間隔） 

7：35～19：10 
（早朝便を廃止、時間は利用者ニーズに 

合わせて設定） 

7：35～16：30 
（夕方便を廃止） 

7：35～16：55 
（１２～２月の平日は 

第 6便運行） 

停留所 34 

36 

「ｳﾞｨｵ」「みつわ」

「あっ宝んど」「明治

公園」の新設、一部

廃止等 

37 

「大和町駐車場口」（現

在の「城下町東広場」）

の新設 

35 

「みつわ」「あっ宝んど」

の廃止 

41 

「ハニー新鮮館三番通り店」「フォレス

トタウン大野口」「陽明町 4丁目」「国

時団地口」「秋葉集会場口」「源内酒店

前」「春日商店街口」「イトヨの里口」

「篠座神社参道口」の新設、「みつわ」

「あっ宝んど」「いなやま保育園口」の

廃止 

運賃 100円 － － － － 

定期券等 － 
・定期券の創設 
（1か月：1,500円、3か月：

3,000円、6か月 5,000

円） 

・定期券購入者にお買

物券進呈を開始 

・６か月定期の廃止 

・回数券の創設 
・定期券購入者に市営バス道の駅線

割引券進呈 

その他 － 
・明治公園周辺など

の除雪時に狭くな

るルートを見直し 

・バス停の位置変更と

名称の変更「ゲン

キー陽明店」 
－ 

・「ゲンキー陽明店（赤バス）」のバス停

位置変更 

・南ルート「越前大野駅」-「美川町」間

は狭隘道路を避けるルートに変更 

・R5.4から運行事業者は大野観光㈱

1社で運行 
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【平成 21 年 10 月（第１次試験運行）の時刻表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 22 年 10 月（第２次試験運行）の時刻表】 
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【平成 24 年 4 月（本格運行開始）の時刻表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 5 年 4 月の時刻表】 
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5.2.2 乗合タクシー 

乗合タクシーは、平成２１年１０月から新たにまちなかと田園集落地域をつなぐ公共交通と

して導入されました。平成２１年１０月から平成２４年３月までの２年６か月間は試験運行し、

予約方法を含めた利用方法などの周知に努めるとともに、利用実績の分析、主な利用者で

ある高齢者などの意見やニーズを把握しながら、利便性向上と効率的な運行となるよう改

善を重ねてきました。平成２４年４月からは本格運行を開始し、その後も利用状況などを検

証しながら、運行の改善を行っています。  

 

【運行改善の概要】 

 試験運行 本格運行 

第 1次 
H２１.１０月～H２２.９月 

第２次 
H２２.１０月～H２３.９月 

第３次 
H２３.１０月～H２４.９月 

当初 
H２４.４月 

現在 
～R５.４月 

運行 

方法 

・４つの区域を運行（大矢戸・乾側線、森目・阪谷線、友兼・蕨生線、小山・木本堀兼線） 

・各地域～まちなかまで、停留所と概ねのダイヤを定めた区域運行（ルートは定めない） 

・第１便は前日の午後５時、その他の便は１時間前までに予約 

朝一便のみ予約不要

の定時定路線運行 
定時定路線の廃止 
（利用が少なく、他の便と利用方法が異なり混乱するため廃止） 

・小山・木本堀兼線のみ、主にスクールバスとして定時定路線運行を継続（掘兼～大野駅～大野市役所・結とぴあ） 

運行日 月曜～土曜運行 
（日祝・1/1～3運休） 

月曜～土曜運行 
（日祝・12/31、1/1～3運休） 

運
行
便
数
※ 

大 ４往復/日 ４往復/日 3.5往復/日 ３往復/日 

森 ４往復/日 ４往復/日 ４往復/日 ４往復/日 

友 ５往復/日 ４往復/日 ４往復/日 ３往復/日 

小 ７往復/日 
（定時定路線便含む） 

５往復/日 
（定時定路線便含む） 

4.5往復/日 
（定時定路線便含む） 

４往復/日 
（定時定路線便含む） 

時
間
帯(

発
時
間)

※ 

大 6：56～16：43 7：35～16：20 7：35～14：25 7：35～14：00 

森 6：49～16：51 7：25～16：20 7：25～16：20 7：25～16：20 

友 7：02～16：39 8：45～17：10 8：45～17：10 8：45～15：15 

小 6：48～18：15 7：30～17：40 7：30～16：30 7：30～16：30 

停
留
所
※ 

大 区 22、定 20 22 21 
（鍬掛ふれあい会館廃止） 

22 
（店舗 1か所追加） 

森 区 37、定 24 38 40 
（医療機関 2か所追加） 

41 
（店舗 2か所追加、集落 1か所廃止） 

友 区 24、定 13 24 24 26 
（店舗・集落各 1か所追加） 

小 区 32、定 24 区 32、定 25 区 33、定 25 
（鍬掛ふれあい会館追加） 

区 37、定 25 
（店舗 1か所追加、集落 3か所追加） 

共 １ 
（大野駅） 

5 
（「寺町口」「大野六間」「結ｽ

ﾃｰｼｮﾝ･市役所」追加） 

10 
（医療機関５か所追加） 

15 
（医療機関等５か所追加） 

1７ 
（医療機関３か所、店舗・公益施設各 1

か所追加、医療機関 3か所廃止） 

運賃 200～400円 
（距離により増加） 

200～400円 
300～500円 

（２人以上の乗合利用の場合は 100円割引） 

その他 
通学利用を想定し朝一

便を定時定路線で運行 
通院利用を主とした運行に見直し 

小山地区の定時定路線を見直し 
－ － 

※ 大：大矢戸・乾川線、森：森目・阪谷線、友：友兼・蕨生線、小：小山・木本堀兼線、共：まちなかの共通停留所、区：区域運行、

定：定時定路線運行 の略 
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【平成 21 年 10 月（第１次試験運行）の時刻表】 ＜大矢戸・乾側線＞ 
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【平成 21 年 10 月（第１次試験運行）の時刻表】 ＜森目・阪谷線＞ 
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【平成 21 年 10 月（第１次試験運行）の時刻表】 ＜友兼・蕨生線＞ 
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【平成 21 年 10 月（第１次試験運行）の時刻表】 ＜小山・木本堀兼線＞ 
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【平成 24 年 4 月（本格運行開始）の時刻表】 ＜大矢戸・乾側線／片面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 24 年 4 月（本格運行開始）の時刻表】 ＜森目・阪谷線／片面＞ 
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【平成 24 年 4 月（本格運行開始）の時刻表】 ＜友兼・蕨生線／片面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 24 年 4 月（本格運行開始）の時刻表】 ＜小山・木本堀兼線／片面＞ 
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【令和 5 年 4 月の時刻表】 ＜大矢戸・乾側線＞ 
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【令和 5 年 4 月の時刻表】 ＜森目・阪谷線＞ 
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【令和 5 年 4 月の時刻表】 ＜友兼・蕨生線＞ 
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【令和 5 年 4 月の時刻表】 ＜小山・木本堀兼線＞ 
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5.2.3 市営バス 

これまで市営バスは、五箇地区とまちなかをつなぐ白山線 （現在の道の駅線）、和泉地区

とまちなかをつなぐ和泉線、和泉地区内を運行する前坂線、中竜線の４路線が運行し、平成

２１年１０月からの試験運行期間では、白山線と前坂線、中竜線で利用が少ない便をデマン

ド（予約必要）運行に変更しました。  

その後、白山線は、平成２４年４月の本格運行以降は便数を減らした定時運行とし、平成

２８年からは鳩ヶ湯などへの観光利用を目的とした土日祝日の増便試験運行を行い、観光

時期は４往復 /日に増便しました。さらに、令和３年４月からは道の駅 「越前おおの  荒島の

郷」開駅に伴い道の駅線と改称し、運行内容の改善を行っています。なお、和泉線、前坂線、

中竜線の和泉３線は、通学利用が主でありこれまで大幅な運行の変更は行っていません。  

 

【運行改善の概要】 

 試験運行 本格運行 

第 1次 
H２１.１０月～H２２.９月 

第２次 
H２２.１０月～H２３.９月 

第３次 
H２３.１０月～H２４.３月 

当初 
H２４.４月 

現在 
～R５.４月 

運
行
方
法
※ 

道 
【旧白山線】 

・朝１便は定時定路線で運行 

・日中便は不定期定路線（予約）で運行 

・全便定時定路線で運行 
（予約廃止） 

・名称を【道の駅線】に変更（R３.４月） 

・大野駅-道の駅は毎日運行 

・道の駅-鳩ヶ湯は火・土日祝のみ運行 

和 
【和泉３線（和泉線、前坂線、中竜線）】 

・通学便は定時定路線で運行、通学便以外は不定期定路線（予約）で運行 

運行日 月曜～土曜運行（日祝・1/1～3運休） 4/1～11/30毎日運行 

運
行
便
数
※ 

道 ４往復/日（定：１往復/日、デ：３往復/日） 定：２往復/日 
大野駅-道の駅：3往復/日 

道の駅-鳩ヶ湯：2往復/日 

和 定： １往復/日 

前 7.5往復/日（定：３往復/日、デ：4.5往復/日） 
7往復/日 

（定：3往復/日・冬期 3.5、デ：4往復/日） 

中 8.5往復/日（定：４往復/日、デ：4.5往復/日） 
7往復/日 

（定：4往復/日、デ：4往復/日） 

時
間
帯(

発
時
間)

※ 
道 7：40～18：20 7：00～16：50 8：45～15：09 

和 7：20～8：15 
7：20～8：15（夏期） 

7：15～8：15（冬期） 

前 7：02～16：39 
6：45～18：45 
（軽微なダイヤ変更） 

中 7：02～16：39 
7：00～18：55 
（軽微なダイヤ変更） 

停
留
所
※ 

道 23 
23 

（勝原～鳩ヶ湯フリー乗降） 
24 

（勝原～鳩ヶ湯フリー乗降、道の駅追加） 

和 16 
18 

（道の駅、谷戸口追加） 

前 13 

中 12 

運
賃 

道 100～800円 

（ＪＲ連携回数券等の割引制度有） 

100～800円 
（JR連携回数券、道の駅での買い物等の領

収書提示等の割引制度有） 和 

前・中 100円（まちなか循環バスと整合性を考慮） 

その他 
・白山線はデマンド化に見直し 

・和泉３線は通学便のため大幅な変更はしない 

・鳩ヶ湯の営業中止により平成 26年 4月～平成 28.3月の期

間、中神～鳩ヶ湯をデマンド運行に変更 

※ 道：道の駅線（旧白山線）、和：和泉線、前：前坂線、中：中竜線、定：定時便（予約不要）、デ：デマンド便（予約必要） の略 
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6 策定体制・策定経緯 

 6.1 策定体制  

6.1.1 大野市公共交通活性化協議会 

大野市地域公共交通計画の策定に当たっては、「地域公共交通の活性化及び再生に関

する法律 （平成１９年法律第５９号 ）第６条第１項の規定に基づき、大野市公共交通活性化

協議会を組織し、協議しました。  

また、同協議会に並行して、庁内の関係課長による大野市地域公共交通計画策定庁内

会議と関係課担当者による担当者会議を開催し、計画の内容や施策について協議しました。  

 

 

大野市公共交通活性化協議会設置要綱 

（平成２０年２月２９日告示第１９号） 

改正 平成２０年５月９日告示第７５号 

平成２５年３月２６日告示第４５号 

平成２６年３月２５日告示第４５号 

平成２８年３月２２日告示第５７号 

平成３０年３月１９日告示第３８号 

令和３年３月２５日告示第６２号 

令和４年１０月２５日告示第２２２号 

（設置） 

第１条 地域公共交通の活性化及び地域における旅客運送等について協議するため協議会（以下「協議

会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 協議会の所掌事務は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９号。以下「法」という。）第

６条第１項の規定に基づき、地域公共交通計画の作成に関する協議及び連携計画の実施に係る連絡調

整を行うこと。 

(2) 道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）の規定に基づき、地域における需要に応じた住民の生活

に必要なバス等の旅客輸送の確保その他旅客の利便の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービス

の実現に必要となる事項を協議すること。 

（組織） 

第３条 協議会は、委員２６人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者の中から、市長が委嘱又は任命する。 

(1) 関係する公共交通事業者及びその組織する団体の代表者 

(2) 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体の代表者 

(3) 道路管理者 

(4) 地域公共交通計画に定めようとする事業を実施すると見込まれる者 

(5) 公安委員会および福井県警察の代表者 
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(6) 住民又は利用者 

(7) 学識経験者 

(8) 福井県知事の指名する職員 

(9) 国土交通省中部運輸局福井運輸支局長又はその指名する者 

(10) 大野市職員 

(11) 前各号に掲げる者のほか、市長が協議会の運営上必要と認める者 

３ 委員の任期は、２年以内とし、委員に欠員が生じた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任

期間とする。 

（会長及び副会長） 

第４条 協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、協議会を代表し、その会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐して協議会の業務を掌理し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたとき

は、会長の職務を代理する。 

（庶務） 

第５条 協議会の庶務は、くらし環境部交通住宅まちづくり課において処理する。 

（その他） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成２０年２月２９日から施行する。 

（委員の任期の特例） 

２ この要綱の施行後最初に委嘱又は任命された委員の任期は、第３条第２項の規定にかかわらず、平

成２２年３月３１日までとする。 

附 則（平成２０年告示第７５号） この要綱は、平成２０年５月１２日から施行する。 

附 則（平成２５年告示第４５号） この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年告示第４５号） この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年告示第５７号） この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年告示第３８号） この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年告示第６２号） この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年告示第２２２号） この要綱は、告示の日から施行する。 
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大野市公共交通活性化協議会 委員名簿（令和５年１１月時点） 

 分野 所属団体等 委員役職 委員氏名 

学
識
者 

学識経験者 
国立大学法人 福井大学 

学術研究院  
教授 ◎野嶋 慎二 

公
共
交
通
事
業
者 

旅客鉄道事業者 
西日本旅客鉄道株式会社 金沢支社 

地域共生室企画課 交通企画室 
室長 鹿野 剛史 

一般乗合旅客自動車運送

事業者、その他の一般旅客

自動車運送事業者及びそ

の組織する団体 

京福バス株式会社 取締役 松田 康弘 

大野観光自動車株式会社 代表取締役 長谷川 敦俊 

大野旅客自動車有限会社 代表取締役 長谷川 義二 

いずみタクシー株式会社 代表取締役 野尻 友也 

公益社団法人 福井県バス協会 専務理事 小林 博之 

関
係
団
体 

一般乗合旅客自動車運送

事業者の事業用自動車の

運転者が組織する団体 

福井県交通運輸産業労働組合協議会 幹事 前川 剛 

その他の団体 

大野商工会議所 専務理事 ○飯田 俊市郎 

一般社団法人 大野市観光協会 副会長 藤堂 規行 

市
民
団
体
等 

住民又は利用者 

大野市区長連合会 理事 守 雅彦 

和泉地区区長会 会長 朝日 義治 

大野市老人クラブ連合会 副会長 清水 武正 

大野高等学校 校長 中森 雅巳 

奥越明成高等学校 校長 谷 康博 

関
係
行
政
機
関 

国土交通省 

中部運輸局 
福井運輸支局 

首席運輸 

企画専門官 
五十嵐 重晃 

福井県 交地域戦略部 交通まちづくり課 課長 廣瀬 貴之 

道路管理者 奥越土木事務所 大野道路課 課長 榊原 丈成 

公安委員会及び 

福井県警察 
大野警察署 交通課 課長 山田 和義 

大野市 

くらし環境部 部長 乾川 和則 

教育委員会事務局 教育総務課 課長 指岡 哲郎 

健幸福祉部 福祉課 課長 笠松 健男 

健幸福祉部 健康長寿課 課長 井上 幸子 

地域経済部 観光交流課 課長 加藤 嘉一 

くらし環境部 建設整備課 課長 銭井 泰紀 

※ ◎：会長、○：副会長 
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 6.2 策定経緯  

6.2.1 主な策定経緯 

本計画の策定に当たっての大野市公共交通活性化協議会における協議の開催状況や市

民アンケート調査の実施など主な策定経緯は以下のとおりです。  

また、以下のほか、大野市地域公共交通計画策定庁内会議（全４回実施）や担当者会議

の開催、地区住民や交通事業者との意見交換や説明会を実施しました。  

 

主な策定経緯 

時 期 内 容 

令和４年１１月９日 

①大野市公共交通活性化協議会(令和４年度第２回) 

議題 ・規約改正、策定体制、策定スケジュールについて 

 ・公共交通の総括、市民アンケート調査について 

 ・公共交通ネットワーク再構築の方針について 

令和５年１月１９日～２月５日 
●市民アンケート調査の実施 

 ・大野市在住の２，０００人に配布 

２月中 
・まちなか循環バスＯＤ調査の実施 

・乗合タクシー利用者アンケート調査の実施 

２月２１日 

②大野市公共交通活性化協議会(令和４年度第３回) 

議題 ・市民アンケート調査の結果報告（速報）等について 

 ・大野市地域公共交通計画骨子案について 

 ・公共交通ネットワーク再構築の進捗について 

６月２７日 

③大野市公共交通活性化協議会(令和５年度第１回) 

議題 ・公共交通ネットワーク再構築の進捗について 

 ・大野市地域公共交通計画素案について 

８月２３日 

④大野市公共交通活性化協議会(令和５年度第２回) 

議題 ・公共交通ネットワーク再構築の進捗について 

 ・大野市地域公共交通計画案について 

 ・評価指標の考え方と目標値について 

９月２９日～１０月２７日 ●大野市地域公共交通計画に関するパブリックコメントの実施 

１１月８日 

⑤大野市公共交通活性化協議会(令和５年度第３回) 

議題 ・公共交通ネットワーク再構築の進捗について 

 ・パブリックコメントの結果について 

 ・大野市地域公共交通計画案について 

１１月２２日 庁議 
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